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八再三田山幾に将ける鴎拓地の地理学的相究

石間在正

序

第二次大戦後海外引場者.都市穣災者の都市復婦が-1斡9VC困難であっ免状態K於いて.

食料鮒T鵠と合わせ J提案的関蟻解設。手段として 1945年緊急開拓事業が始められむと

の事業は充分な調査ま〈し丈行念われ党九入語審託金いては、営農確立むため残多り踊難

を長よぽず結果とまった。蒋謀議ミK於いても岩本山境八申詔山静て数多〈の関鉱が行まわれ

免のである治三ととで、八甲国北麓0二期柘地を純済的κ分折し、その関街地の臨然環境のも

つ社会的場鶴済的意義がどむよう在ものであ歩.いかなる鶴過をもって今Bvc蛮づたかを究明

九その地主義性を把揮しようとままみたものであるe

地誠概略関
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七+森山

ニe鱒柘地の地法組襲

援谷縄搭地位十和語北政躍獣.脅森港営再パスで脅森駅よ歩約四+え.高55 3!..2の婁

谷絡を南K配した平均棒高230司、東西2k訟の婁谷と呼ばれる高原地幣K位寵する掛水茶

は掛K合子沢HI..東夜横内川がj蹴ずる。いずれも数条1Da.条谷を射<:L..，本読の荒il'VC設い
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でいる，土静ま平誕地と傾斜地Kよって幾分栂違がみられるが議騒30-500訟の火山灰性

黒色土壌で参入下騒は火山部五及び砂土Kよって形成されている翻気象集件は月平均気装

200 Q.以上はマ.8月よ長見られるが51.1の平均気議が13.80Cで喜久農作物の成薬事夜

はきして支障は見られ凪暢冬期鱒2m近〈の積雪量がある治三繋谷スキー場鍔設Kよってパス

が避行され交通は繕断される事は左〈社会条件としてはさほど患いものでは設い。

一方自代平路拓地は八甲田北鰭Dほほ中腺K佐震」陣器部w:p高15 0 01工事級tD大積.赤

、倉掛まど配し‘北東部Kは800m級合石倉uも高山等Kさえぎられる平均握手商570m.cD平

坦在盆地K位議する，水素結駒込IIIvc注ぐ源流の空JIIが地区中央部，:'C'P R' 2ほどの揚JfIと合流

ずお土婚ま火山氏土と期成堆織物との被雑念撮棺を援して争入義足下麗とも火山灰靖植

土唱 諾炭土の捜麗Kよって形成される。又随所K橋間極地帯が存悲し‘車種1mほどの火

出織が散在」開墾K大き在tI:警と在っている。夏期間は.1" ス註運行するが冬期鶴拭積鍵量Z

並以上とまるヂヒめ、交場拡越自転されまった〈の楓立状態とまっている母叉冷響最大の医である

鋪東麗常襲地でさb久'1. 8 Jきでさえ2000以下。臼がみられ、熊霧自数120日前後という

すぐ者きである。

五健柘地の農業姥奮 関柘地当面合間様としての飲料自給は火山麓

と云う自然条件。制約のまる地織に於いては.時糊犠過を必毒事とする。露谷鱒拓地K於告、"'c

氏入植忠夫自給作物としての繕鈴薬事わ、換金作物としてナタ3字、そ民大丈小吏む

萩繕が試みら礼免.作討状態を見ると換金作斡が数紙調60'政上をし治しているが.いす守、

も替物購入。手段あっプh しかし‘土地生躍性、労骨盤産性。抵さ花よ九一戸平均20万円

という政府借入金を生活に参てるという状態でるった。それ故.年々耕地拡大‘土t委設良企ど

行をわれ、反収も増加するが.農業だけでは単純再生重さえbぼつか念いほどで、韓関期Kは

県道詑築工業やそむ位。肉体労p~と律事して生活を維持している。 33年犠まで全戸が20 万

円来識の農業桂寝入であ久農業所得;てよって年間家計マ0*鍛える蟻家もほぼ見うげらするて
いないc とのようK換金作物を主体とした議叢形態を行者ってきた沙三労力投下が著しいム

鱗済的安建性viまい事よ.9..3 3革泊よ b践の指示もあ久審産主体の農業形態K較組ずる傾

向が見られて〈る。え来こむ地域は交通条件Kめぐまれてが久…戸平均3..5hacD広い耕地

の半分を飼料作物館託手主化し.乳牛を鰐饗するのはさほど器能で註在かった。 ζむよう老農業

帰宅を変える誌はや苛松患に大きな変動をもたらすとともK土階、。労主投下を掠乙e!せ、反

議担量。低下をもたらす結集となる。絞穫量K沿いても 33年をど m クとして下降議をたどる

設えとむ地域の最終的目的で島る酪農一本化の前徴であるおとりょうK換金弥物K比べ幾分

縄済的安定性りある葡農耗営Kよb徐々に収益も高められ35年から38年乾かげては、お 0
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万以上の農業粗収入をもっ農家が60婦をしめ.ほほ生活も安定する事と在った。との盛業粗

収入の内訳をみると耕種と畜産との比率陀よって各戸の収入の差が現われているe文』飼料畑

や乳牛の銀育は1ζ 子供にまかせ男は他の肉体労笹K従事し年間一戸平均10万円ほどの農外

収入を上げているo要するK畜産主体の農家ほど労力の余剰がみられ総収入も多い状態と在っ

ているo 31年頃よ b水稲作付を4農家で試み、収入の安定をはかるうとしたが.浸透性の土

壌周辺の河川が低地を流れている関係よ人広〈作付するととができて 4戸合せ1hat'C

とどまる，とれら水田耕作を行まっている農家は水田拡強を志」畜産はほとんど行在ってい

まい。以上の如〈との地域医暑いては酪農転化Kとも・在い縄務的K安定し.ほぽ農業を盛立し

たと見事E貯られる。

一方田代平開拓地亡於いては 22年よ b開盤が始められ.一戸平均10baという広大在計

画耕地を有するもののーほほ手労働と畜力K依存してい免ため息う主う在能率を上げ得犬い

ざ作付したものq 気働Z寒冷であ九強度の厳性を呈する土壊故収穫がまった〈見られ白

耕地が多い状態であった。そのため生活の窮乏はBを見はるものであった，又雲谷のようK

社会条件Kめぐまれていまいのでー他の職業K労力を投下できえ冬期間@交通の遮断は生活

困窮K拍車をか貯たe 自給作物としての馬鈴薯を多ぐ作付したがー反収もさして伸びす敬府借

入金が当座をしのぐという状態が31年頃まで続ぐのである.年々土躍を骨揖t、庚収込鈴4

K高まる治三安定した生活を得るKはある緯度の年数を必要と L、31年までVC62世帯の脱
農家を見る結果とまるe との地戚も 33年頃よ b飼料作物の大幅在作付を見る治えとれは乳牛

飼育が交通上冬期間制約を受げる事から肉牛飼育が行企われ，た事Kよるものであるー しかし肉

牛飼育は価格K於いて安定性が欠砂、現金収入を短期間で得られ砲という短所がある。そのた

め金庫家の成年男子は青森市部K職を求め、文温泉湧出KよるへJレスセYタ『設立κとも左?での

そとでの雑役夫在どに左久 5昨 κ札 80*以上が第二種毒産業農家で構成される。とのようK

農業K対してはー主婦を主体とした従的左ものK在ってい〈傾向が見られる。それをうらずげ

るものとして38年K於て農業粗収入30万円以上む農家が?戸ほど見られるほどで他は20

万円以下の農業担収入である。しかし島外収入は各戸とも 20万円近〈あげているo 3 5年頃

よb水稲を作付する農家が現われて〈るがとれは、肥料増設土壌改良Kともまって水田単作

への試みとして行左われたものである汽反収も幾分の量K達んある程度の期待がもてると

とKよb現在湿地帯は水田に転化し、畑地もその傾向が見られる。事産業Kよって生活を維持し

ている設え安定性の上昇という目的のため低暖地農業の実施がとの地区の現状である。

四結 論

火山d議開拓地K於いては近年不利左自然条件を克服L農業を確立しb 土地の合理的利用と
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いう富K伸びている久 ζれら開街地でほ本穏耕作合主体とした低積地農業合実謡えあるいは

酪良高級疏燕栽培を主捧とし免混合農業C続替とニつの裂が現bれている。現κ饗苓開拓地

花於いては交通条件の有利宮、務勉君時有商績が多いというととはそむをま酪麗主体の縄嘗を羅

立していったe 按来自給。みを自指した鱒街農業は広い土地を利用した向。φ転起とも云える噂

又とむ地区fC於いて鴨鍔演釣安建伎の高い本語耕祢比企語的土簿記〉放路、水系C不科書ケ背負

ってむ足踏みとして残とるだザである也

とれ舵比べ思代平開拓地は社会条件、気級魚件K幾分の不利が見られる治三それを反映して

治二，中Kかわb禽牛初期宵を行まっているe しかL、高率を示す第二種事農業がみられるり氏

職業的K不成功と克てよいものであろう帯だが前地区よ歩広い接地面積を有し.叉止水性κ宙

む土垣見酸齢廷す拘JfJでは討が水利tてめぐまれている点よ夕、土療設良、深耕‘護教紡止、

耐寒種の線用金どKよb年々従来C題地を転化してい〈額向が見られるeすをわち恥民較は少‘

まいが組収量K於いてそれを補なうという意図である。来だ初主義的段階ではあるが農業技術の

向上Kともまう水陪単命題掃を目指しているむが現状である脅

以上の£うKとれら同じ八申怒詑麓K位置するニ関搭地は高原と金織という地形上の椋濯、

交通という社会環境の相漉よ九農業形態KそれぞれC要因を反映しているととも民膏語草

花愈同社却ヲ影響もさ少のずから棺違が現われている。

開拓地作物作村重議集年変化

婁 谷 国 代 平
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備事豆地農業組収入 Jjl~ 戸数
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